
　

八
戸
市
内
に
は
、遺
跡
や
国
指
定
名
勝

「
種
差
海
岸
」が
所
在
し
ま
す
。

　

市
内
各
所
の
遺
跡
に
は
建
物
跡
や
古

墳
、土
器
や
石
器
な
ど
が
眠
っ
て
い
ま
す
。

　
蕪
島
周
辺
か
ら
大
久
喜
ま
で
続
く
海
岸

一
帯
と
そ
の
後
背
地
は
、国
指
定
名
勝「
種

差
海
岸
」の
指
定
区
域
で
あ
り
、素
晴
ら

し
い
景
観
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

遺
跡
内・
名
勝
指
定
区
域
で
工
事
を
実

施
す
る
場
合
、文
化
財
保
護
法
の
規
定
に

よ
り
事
前
に
所
定
の
手
続
き
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

遺
跡
内・
名
勝
指
定
区
域
で
工
事
な
ど

を
計
画
さ
れ
る
場
合
は
、事
前
に
社
会
教

育
課
の
確
認
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
遺
跡
や
種
差
海
岸
の
景
観
を
後
世
に
末

永
く
継
承
し
て
い
く
た
め
に
、ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

遺
跡・名
勝
で
工
事
を
行
う
と
き
は�

ご
注
意
を
！

　

遺
跡
の
範
囲
内
や
名
勝「
種
差
海
岸
」

の
指
定
区
域
で
は
、文
化
財
保
護
法
に
基

づ
い
て
各
種
工
事
へ
の
規
制
を
行
っ
て
い

ま
す
。

●�

対
象
と
な
る
工
事
の
例　
住
宅・
工
場

の
建
設（
増
改
築
含
む
）、太
陽
光
パ
ネ

ル
・
看
板
な
ど
の
工
作
物
設
置
、宅
地

造
成
な
ど
の
各
種
土
木
工
事
、森
林
伐

採（
名
勝
で
は
、建
物・工
作
物
の
解
体・

撤
去
も
対
象
）

　

こ
れ
ら
の
工
事
の
着
手
前
に
、「
遺
跡

で
は
届
け
出
」、「
名
勝
で
は
許
可
申
請
」

が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、工
事
計
画
の

段
階
か
ら
予
定
地
が
遺
跡・
名
勝
に
当
た

る
か
ど
う
か
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

確
認
方
法

　

社
会
教
育
課（
市
庁
本
館
4
階
）で
は
、

工
事
予
定
地
が
遺
跡
や
名
勝
の
指
定
区
域

に
該
当
す
る
か
を
確
認
し
ま
す
。

【
窓
口
で
の
照
会
】

　
工
事
計
画
地
の
地
図
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。詳
細
な
地
図
で
、確
認
し
ま
す
。

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
照
会
】

　
工
事
計
画
地
の
地
図
と
連
絡
先
を
お
送

り
く
だ
さ
い
。電
話
で
回
答
し
ま
す
。

Ｆ
47ｰ

４
９
９
７

※�

電
話
な
ど
口
頭
に
よ
る
照
会
は
受
け
付

け
て
い
ま
せ
ん
。

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
確
認
】

●
遺
跡
の
場
合

ホ��

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
で「
遺
跡
の
取
り

扱
い
」を
検
索

▽�

青
森
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、県
内

の
遺
跡
地
図（
青
森
県
遺
跡
地
図
）を
公

開
し
て
い
ま
す
。

●
種
差
海
岸
指
定
区
域
の
場
合

ホ�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
で「
史
跡
名
勝
天

然
記
念
物
」を
検
索

遺
跡
は
貴
重
な
文
化
遺
産

　

私
た
ち
の
先
祖
が
生
き
た
痕
跡
は
、土

器
や
石
器
、竪
穴
建
物
な
ど
と
し
て
地
中

に
埋
も
れ
た
状
態
で
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
場
所
は〝
遺
跡
〟と
し
て
登
録

さ
れ
、八
戸
市
に
は
490
か
所
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。そ
の
う
ち
、「
是
川
遺
跡
」「
根

城
跡
」な
ど
、特
に
重
要
な
遺
跡
は
国
の

史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
遺
跡
か
ら
は
多
く
の
出
土
品
が
あ

り
、風
張
1
遺
跡
の
国
宝〝
合
掌
土
偶
〟な

ど
、そ
の
素
晴
ら
し
さ
は
全
国
的
に
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
郷
土
の
成
り
立
ち
を
考
え
る

上
で
、欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
文

化
遺
産
で
す
。

遺
跡
の
取
り
扱
い

　

遺
跡
内
で
、建
築
や
土
木
工
事
な
ど
を

計
画
し
て
い
る
場
合
は
、早
急
に
社
会
教

育
課
と
協
議
し
て
く
だ
さ
い
。

　

文
化
財
保
護
法
が
適
用
さ
れ
る
た
め
、

工
事
着
手
の
60
日
前
ま
で
に
、計
画
図
面

を
添
え
て「
土
木
工
事
等
の
た
め
の
発
掘

に
関
す
る
届
出
書
」を
提
出
し
、発
掘
調

査
な
ど
の
遺
跡
保
護
処
置
を
と
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

※�

遺
跡
内
で
工
事
を
行
う
と
き
に
必
要

な「
土
木
工
事
等
の
た
め
の
発
掘
に
関

す
る
届
出
書
」の
様
式
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ホ�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
で「
遺
跡
の
取
り

扱
い
」を
検
索

遺
跡
と
景
観
の
保
護
に
ご
協
力
を

遺
跡
内
や
名
勝
指
定
区
域
内
で
の
工
事
に
は

事
前
に
手
続
き
が
必
要
で
す

問
教
育
委
員
会 

社
会
教
育
課
Ｔ
43ｰ

９
４
６
５

遺
跡

地
下
に
眠
る
八
戸
の
遺
産
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■�遺跡の所在地一覧（住所表記）
大字 小字名

石手洗 石手洗、上石手洗、上平、上長根、駒ケ沢

市川町
稲荷後、稲荷岱、北雷平、古場蔵、下水目沢、尻引堤下、高
屋敷、田ノ沢、長七谷地、長者久保、天久岱、鍋沢尻、豊年
岱、南大谷地、和野前山

上　野
上野、上野平、大平森、角内山、上明戸、萱森、久根合、沢ノ
上、下明戸、下ノ沢、白萩、外山、平、高岩、鳥河岸、西風張、
白蛇、昼場、吹張、堀端、山在家

大久保 生平、大塚、大山、行人塚、坂ノ脇、サクロツ、沢目、三社、
野馬小屋

金　浜 荒屋敷久保、家ノ向、一ノ久保、居場、北ノ沢、下作目、外
ノ久保、土橋、内城、長畝、林ノ前、前川目

河原木
蝦夷館、大タルミ、海岸、北沼、小田平、小館、蛇ノ沢、簀子
渡、袖ノ沢、平、高館、高館前、高森、八太郎山、日計、日計
上、見立山

櫛　引

荒猪沢、石ケ沢、岩沢平、上野平、上町、大久保、大吹張、岡
前、上明戸、上館場、上矢倉、烏館場、櫛引、熊ノ沢越、小
沢、志賀良木、清水林、下ノ沢、下矢倉、蓴菜沼、白椛、白
田、直渡、仙日平、蒼前、外川、大明神、高筋、鷹待場、竹原
沢、館神、力石、土橋、寺沢、通清水、取揚石、中崎、永森、
仲間木、夏間木、野場、野辺古坂、馬場瀬、彦三郎、一日市、
人首沢、吹張平、古坂、箒窪、法領屋敷、穂良、松倉、ミタラ
セ、三ヶ井沢、矢倉沢、矢崎沢、山田、湯ノ沢

是　川

荒田沢、石田、一王寺、一本木平、稲荷上、稲荷沢、卯花木
長根、ウトウ、犹森、大久保、小田頭、追立、風張、鍛冶畑、
潟野、金谷沢、金ケ坂、上神田、上ノ沢、鴨平、川端、寒家、
金花沢、久保田、雲畑、小峠、小林、権現堂、権現堂向、坂ノ
脇、三十刈頭、志民、下神田、下天狗沢、新田、蒼前、田子
沢、館ノ内、館前、田中、田向、土樋、土橋、寺ノ沢、天狗沢、
転道坂、転道平、栃山沢、土間沢、中居、中居河原、長田沢、
中苗代上、長根、楢館、楢館平、白蛇久保、東母袋子、二ツ
屋、坊ア坂、堀田、前平、桃ノ窪、横大道、横道、横山

坂　牛 上野平、笹ノ沢頭、徳良窪

沢　里 鹿島沢、上沢内、沢里山、鍋久保、二ツ屋、古宮、休場

鮫　町

赤コウ、蟻子、石仏沢、姥懐、大岩山、大草離、大槻窪、大
開、金屎、上松苗場、刈田沢、葛ノ芽、熊野林、小沢、小清水
久保、小長根、坂ノ上、鮫、沢堀込、下栗沢、下須田、下松苗
場、先祖ケ久保、膳ノ目平、外ノ沢、高森、館越、棚久保、中
崎、中道、浜道通、林通、ハン木沢、ハンノ木沢、日蔭沢、冷
水、二ツ石、舟渡ノ上、古馬屋、綣久保、骨沢、堀込下、亦
窪、神子沢久保、水上、南ナシナ窪、和山

尻内町

赤坂、泉沢、姥子沢、狼走、大崎、大崎谷地、上笹ノ沢、北熊
ノ沢、熊ノ沢、毛合清水、小堤、小夏間木沢、笹ノ沢、沢合、
下窪、下毛合清水、下平、下平添、新上平、杉子沢、大仏、大
仏館、滝谷沢、館、館ノ後、田端山、木賊沢、中熊ノ沢、中ノ
沢、西ノ沢、根岸山添、福田地、前堀、柳平、柳館、四ツ神

白銀町 佐部長根

田　向 館越下、檀ノ平

田面木
赤坂、鶉窪、上野平、上野道下タ、エヒサ沢、酒美平、十文
字平、外久保、田面木平、長者森、韮窪、沼ノ平、法霊林、前
平、松長根、美濃助平、盲堤沢、山道下タ

十日市 赤坂沢、赤御堂、姥岩、押口、風浚、風山、上樋田、黒坂、塚ノ
下、天摩、留流、長根、西、登手、花水河原、松ケ崎、弥次郎窪

大字 小字名

豊崎町
池田、一本松、替地山下、金ケ沢、上永福寺、上七崎、境沢
頭、桜沢、下永福寺、蛇ケ沢、滝谷、長窪、長根、咽平、彦ケ
沢、平六沢

中居林 雷、狐平、駒ケ沢、中居林、彦五郎

新井田
石橋、石仏、石動木、市子林、後庵、妻ノ神、坂、塩入、重地、
外久保、館下、館平、長宝野、寺窪、寺沢、寺ノ上、外館、中
町、畑中、古館、古戸沢、朴木沢、前田、松山、山道

糠　塚 板橋、鶉久保、大沢、大開、狐森、小沢、五郎兵衛前、惣善
前、土取場、長久保、柳ノ下、山内、葭谷地

根　城 牛ケ窪、牛ケ沢、内沢、大久保、笹子、笹原、下町、丹後平、
丹後谷地、中崎、西ノ沢、根城、馬場頭、東構

松　館 赤羽根、牛ケ沢、籠田、風張、軽井沢、長塚、夏川戸、古里、
細越、水野平、門前

妙 油久保、市子林、大開、蟹沢、坂中、大茂館、丹内、西、野場、
花生、藤蕪、古戸、水上

八　幡 五日町、岡前、上鵜対、上ミ沢、下陳屋、館ノ下、殿見、八幡
丁、八森、盆田

内丸一〜三丁目、大字堀端町、売市四丁目、是川一丁目、桔梗野工
業団地三丁目、北インター工業団地四丁目、長者三丁目、長根二丁
目・三丁目、根城七〜九丁目、類家一・二丁目

南　郷
大字 小字名

泥障作 青沢、泥障作、一本松、大畑、金引沢、狐森、桜窪、下坂、下
長根、高田、西小木森、西山、法霊ノ下、横座森

泉清水 大場沢、風吹、上田、境沢、山守長根

市野沢
石窪、市野沢平、右ェ門次郎窪、大松長根、合戦場、黄檗、
駒木山、妻ノ神、笹子、三合山、下市野沢、新田、高森、田ノ
沢、馬場瀬、東百目木、簗塚

大　森 芦窪、一本木、右ェ門太窪、大久保、大向、狐久保、狐森、桑
ノ木、砂子崎、力石、中小花、長森、鳩田向、林崎後、八森

頃巻沢 鬼ノ目、風サライ、壁ケ坂、上頃巻沢、下頃巻沢、十文字平、
蒼前下、滝、舘向、長久保、八森、谷地頭

島　守

赤坂、池ノ沢、石橋、市ノ久保、一本向、井戸尻、稲荷、上旦
平、上野坂、上野長根、狼穴、大久保、大開、奥河原、合戦
場、合戦場沢、上荒谷、上江花沢、北ノ畑、北向、狐森、クビ
レ松、楜桃沢、黒坂出口、小花、小林、小平、瘤沢、駒木沢、
駒坂、駒峰、小山田、五輪、坂ノ沢、坂ノ下、坂本、崎ノ木沢、
笹子向、笹山、佐ノ塚、砂篭、沢代、沢田沢、三代坂、三本
松、下荒谷、下江花沢、下向、下山長根、十文字、菖蒲沢、白
山、砂沢、外平、外山長根、高清水、高陣場、高嶽、鷹待場、
高山、滝沢、滝ノ平、竹野、田子沢、舘、舘下前、田中、田ノ
上、力石、帳塚、堤森、天魔、外舘、取返、長坂長根、長瀬、
長ツム子、中野沢、中森、長森、不習、西越、根岸平、野月、
馳下り、八森長根、浜坂、林、番屋、ヒノコ前、冷水、二ツ石、
古坊、細久保、前坂長根、前平、松石橋、水吉、宮沢沢、向山
根黒、目蕪ラ、目蕪ラ下、門前、矢八坂、山口、山田、山子、
横平、横道

中　野

家ノ上、石ノ鉢、兎口、大久保、大久保山中、家口、上葭平、萱
久保、狐森、黒坂、小舘ノ下、境久保、境井沢、治仏塚、下家
前、下葭平、舘ノ下、田屋久保ノ下、樋河ノ上、中久喜、中野、
梨子木平、半堂、半堂森、孫次郎、待ア台、向家前、八ツ役
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種
差
海
岸
は
、海
浜
の
景
勝
地
と
し
て

昭
和
12
年
に
国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
、多

く
の
人
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

国
の
名
勝
指
定
基
準
は「
我
が
国
の
優

れ
た
国
土
美
と
し
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
で
あ
っ
て
、風
致
景
観
の
優
秀
な

も
の
、名
所
的
あ
る
い
は
学
術
的
価
値
の

高
い
も
の
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
種
差
海
岸
に
お
い
て
は
、「
岩
、砂
浜
、芝

草（
軟
草
）、花
々
、ウ
ミ
ネ
コ
」が
素
晴
ら
し

い
こ
と
が
名
勝
指
定
の
要
件
と
な
り
ま
し

た（
八
戸
市�

名
勝
種
差
海
岸�

保
存
管
理
計

画
運
用
指
針
よ
り
）。

　

市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
、

多
く
の
観
光
客
が
感
動
す
る
こ
の
貴
重
な

財
産
を
守
り
、後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と

は
私
た
ち
の
役
目
で
す
。

　
「
種
差
海
岸
」の
景
観
を
守
る
た
め
に
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

名
勝「
種
差
海
岸
」に�

該
当
す
る
と
き
は

　

指
定
区
域
に
該
当
す
る
と
き
は
、現
状

変
更
許
可
申
請
書
を
提
出
し
、工
事
着
手

前
ま
で
に
許
可
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、指
定
区
域
は
そ
れ
ぞ
れ
規
制
基

準
が
異
な
る
Ａ
か
ら
Ｄ
の
４
地
区
に
分
か

れ
て
い
て
、工
事
な
ど
の
規
模
や
内
容
に

よ
っ
て
は
、許
可
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
規
制
内
容
や
手
続
き
に
関
す
る

こ
と
は
、社
会
教
育
課
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
指
定
地
域
の
字
名
一
覧（
大
字
は
全
て
鮫

町
）】

赤
コ
ウ
、
石
株
、
牛
子
平
、
姥
懐
、
海
端
、

大
岩
山
、大
槻
窪
、鬼
場
平
、上
須
田
、上

盲
久
保
、苅
田
沢
、北
ナ
シ
ナ
窪
、狐
平
、

葛
ノ
芽
、熊
野
林
、小
沢
、小
舟
渡
平
、駒

立
、妻
ノ
神
、坂
ノ
上
、沢
堀
込
、下
須
田
、

下
松
苗
場
、下
盲
久
保
、須
田
、先
祖
ケ
久

保
、膳
並
平
、膳
ノ
目
平
、外
駒
立
、外
ノ

沢
、大
作
平
、高
岩
、立
石
、館
越
、館
ノ

下
、
棚
久
保
、
種
差
、
中
道
、
梨
子
木
窪
、

西
子
沢
、子
猪
越
、浜
道
通
、番
屋
、日
蔭

沢
、二
ツ
石
、舟
渡
ノ
上
、古
馬
屋
、古
馬

屋
尻
、堀
込
、堀
込
下
、南
ナ
シ
ナ
窪
、遥

望
石
、横
道
通
、和
山

オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
か
ら
種
差
海
岸�

の
貴
重
な
植
物
を
守
ろ
う
！

　
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
は
も
と
も
と
種
差

海
岸
に
は
な
か
っ
た
帰
化
植
物
で
、放
っ

て
お
く
と
種
差
海
岸
の
生
態
系
に
深
刻
な

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

現
在
は
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
行
政

に
よ
る
駆
除
活
動

が
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、今
で
も
大

群
落
が
各
所
に
み

ら
れ
ま
す
。

　

も
し
、皆
さ
ん
の
所
有
す
る
土
地
に
オ

オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
が
生
え
て
い
る
の
を
見

か
け
た
ら
放
っ
て
お
か
ず
に
駆
除
し
ま

し
ょ
う
。

【
駆
除
の
方
法
】

①
花
が
咲
い
て
る
場
合
は
、花
を
摘
む
。

②
根
か
ら
引
き
抜
く
。

③�

天
日
に
さ
ら
し
て
乾
燥
さ
せ
る
。

④�

燃
や
せ
る
ご
み
と
し
て
八
戸
市
指
定
の

ご
み
袋
に
入
れ
て
出
す
。

名
勝「
種
差
海
岸
」

時
代
を
超
え
て
継
承
さ
れ
た
海
岸
美

鮫

金浜

白銀

大久保 大久喜

種差

名勝指定地域

白浜

蕪島

種差海岸芝生地名
勝「
種
差
海
岸
」の
保
護
に
、

皆
さ
ん
ご
協
力
く
だ
さ
い
!

ニッコウキスゲが咲く種差海岸 
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